
と
で
す
。そ
の
教
え
を
次
の
世
代
へ

と
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
集
ま
っ

た
同
窓
生
に
向
け
て
お
祝
い
の
言
葉

を
贈
っ
た
。続
い
て
、甲
南
大
学
・

中
井
伊
都
子
学
長
が「
い
ろ
い
ろ
な

機
会
に
平
生
記
念
館
は
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。50
年
間
、平

生
先
生
の
思
い
を
つ
な
ぎ
、会
館
を

大
切
に
育
て
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま

に
感
謝
い
た
し
ま
す
」と
関
係
者
の

労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

甲
南
大
学
同
窓
会
甲
南
会
・

冨
居
雅
人
常
務
理
事
か
ら
、平
生
の

遺
言
に
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
土
地
に
、

旧
制
高
等
学
校
卒
業
生
、大
学
同

窓
会
、建
設
を
担
っ
た
竹
中
工
務
店

か
ら
の
寄
付
と
支
援
を
得
て
会
館

建
設
す
る
に
至
っ
た
経
緯
と
50
年
の

歩
み
が
紹
介
さ
れ
た
。

甲
南
高
等
学
校
・
中
学
校
ブ
ラ
ス

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部
の
演
奏
が
会
場
を

盛
り
上
げ
、同
校
の
山
内
守
明
校

長
の
発
声
で
乾
杯
。昼
食
懇
談
の
場

へ
と
移
り
、記
念
館
新
講
座「
リ
ト

ミ
ッ
ク
」講
師
の
演
奏
と
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
場
の
雰
囲
気
を
和
ま
せ
た
。

全
員
で
学
園
歌
を
斉
唱
し
、甲
南

高
等
学
校
同
窓
会　

長
谷
川
栄
男

会
長
の
挨
拶
で
記
念
式
典
は
閉
会

と
な
っ
た
。

「
平
生
記
念
館
開
館
50
周
年
記

念
式
典
」が
11
月
17
日
、平
生
記
念

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。旧

制
甲
南
高
等
学
校
、甲
南
高
等
学

校
お
よ
び
甲
南
大
学
の
卒
業
生
、

甲
南
学
園
関
係
者
を
は
じ
め
、現

役
中
高
生
も
含
め
1
1
2
名
が
集

ま
り
、半
世
紀
の
歩
み
を
振
り
返

り
、今
後
へ
の
思
い
を
新
た
に
し
た
。

平
生
記
念
館（
東
灘
区
住
吉
本

町
）は
、甲
南
学
園
の
創
立
者
平
生

釟
三
郎
の
私
邸
跡
地
に
建
設
さ
れ
、

1
9
7
4
年
9
月
15
日
に
開
館
し

た
。平
生
の
遺
徳
を
称
え
、す
べ
て
の

「
甲
南
の
心
」が
集
い
、交
流
し
、親

睦
を
深
め
る
場
と
し
て
、ま
た
地
域

に
お
け
る
文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て

親
し
ま
れ
、歴
史
を
刻
ん
で
き
た
。

開
会
の
挨
拶
で
甲
南
大
学
同
窓

会
甲
南
会
・
丹
羽
一
郎
会
長
は
来

賓
出
席
者
に
謝
意
を
表
す
る
と
と

も
に「
11
月
27
日
の
平
生
先
生
80

回
忌
を
前
に
開
催
で
き
た
と
こ
を

嬉
し
く
思
い
ま
す
」と
話
し
、甲
南

学
園
・
長
坂
悦
敬
理
事
長
は
平
生

が
成
し
遂
げ
た
偉
業
を
改
め
て
振

り
返
り
、「
一
番
の
偉
業
は
多
く
の

す
ば
ら
し
い
甲
南
人
を
輩
出
し
、そ

れ
を
続
け
て
い
く
礎
を
作
ら
れ
た
こ

「甲南の心」が集い、
交流し、

親睦を深める

平生記念館
地域の活動拠点としても
愛され、歩んだ50年

甲南大学同窓会甲南会
丹羽一郎会長

甲南高等学校・中学校
山内守明校長 50周年を迎えた平生記念館

甲南学園
長坂悦敬理事長

甲南高等学校同窓会
長谷川栄男会長

甲南大学
中井伊都子学長

甲南大学同窓会甲南会
冨居雅人常務理事

甲南高等学校・中学校
ブラスアンサンブル部

カルチャー教室「リトミック」講師
金沢彩子さん（ピアノ）、
東瑛子さん（ヴァイオリン）
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